
令和７年度 第３回 米原市地域公共交通活性化協議会 次第 

 

日時：令和８年３月 17日（火）10時 00 分～ 

場所：米原市役所 ３階会議室３ＡＢ 

 

１ 開会 

 

 

２ あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

協議第１号 乗合タクシー停留所の新設について（２箇所）          資料１ 

 

４ 報告事項 

 報告第１号 乗合タクシーまいちゃん号の運行最適化に関する基本方針について 資料２ 

      ・現在の運行状況について 

      ・「デマンド型乗合タクシーの利用者特性および生活の質への影響に関する研

究」について 

      ・乗合タクシーまいちゃん号の運行最適化に関する基本方針について 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉会 





令和７年度 米原市地域公共交通活性化協議会 委員名簿 

（敬称略）  

1  国土交通省近畿運輸局滋賀運輸支局 首席運輸企画専門官 喜多畑 敦嗣 

2  滋賀県土木交通部交通戦略課 参事 福島 森 

3  滋賀県長浜土木事務所 次長 高木 克久 

4  米原警察署交通課 課長 濱 具視 

5  米原市自治会連絡協議会 副会長 中野 茂弘 

6 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 副会長 美濃部 裕道 

7  公益社団法人米原市シルバー人材センター 理事長 中川 雅晴 

8  米原市社会福祉協議会 協働推進課 課長 村山 善信 

9  湖国バス株式会社 取締役業務部長 北村 真治 

10  近江タクシー株式会社 取締役業務部長 塚田 真司 

11  一般社団法人滋賀県バス協会 専務理事 野村 義明 

12  一般社団法人滋賀県タクシー協会 専務理事 松尾 武文 

13  私鉄滋賀県協議会 幹事 粂 隆太郎 

14  西日本旅客鉄道株式会社 京滋支社地域共生室 室長 池田 奈津子 

15  近江鉄道株式会社 鉄道部運輸課 課長 宮崎 直也 

16  米原市商工会 会長 奥村 善彦 

17 一般社団法人びわ湖の素 DMO 副代表理事 大澤 健 

18 米原市立柏原小学校 校長 庄 和司 

19  近畿大学 理工学部 教授 柳原 崇男 

20  公募市民  岡田 友美 

21  公募市民  西林 正夫 

22  米原市市民部 部長 坂 仁美 

【事務局】 

市民部地域振興課 

課長 松村 英香 

課長補佐 大塚 祐司 

主任 安達 晶子 
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協議の概要 
〇乗合タクシー停留所の新設について（２箇所）についての協議です。 
〇１箇所目については、ドラッグストア「ゲンキー杉澤店」への停留所の新設です。 
〇近年、ドラッグストアは、生鮮食品や総菜などの品ぞろえが充実している店舗が多く、高齢者を含め不特定多数の

市民が生活のために必要とする施設と考えられ、停留所を新設するものです。 
〇２箇所目は、自治会からの要望に基づき、曲谷地先にあるコミュニティ施設「MAGATANIA（石臼荘）」に新たに

停留所を設置するものです。 
〇これら２箇所の停留所の新設に当たっては、各施設の協力を得て、敷地内に停留所を設置することで道路交通の

安全を確保します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

協議第１号 乗合タクシー停留所の新設について（２箇所） 

資料１ 
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１ 乗合タクシーの停留所の新設について（２箇所） 
①不特定多数の市民が生活のために必要とする施設等について、新たに停留所を設置するもの。 
１箇所目 
 〇エ リ ア    杉澤・柏原エリア 
 〇停留場所   ゲンキ―杉澤店（米原市杉澤地先） 
 〇停留所名   杉澤－６ 
 〇運用開始   令和８年４月 23 日 
【位置】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【現場写真】※現在建築工事中のため他店における設置箇所イメージです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
補足 
当該箇所は、杉澤地先に建設中のドラッグストア「ゲンキー杉澤店」の敷地内の箇所で、一般車両の駐車が比較的
少ない箇所に停留所を設置します。 

至：近江長岡駅 

南川住宅団地 

至：大清水 

至：髙番 

至：柏原 
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②周辺自治会からの要望に基づき、新たに停留所を設置するもの。 
２箇所目 
 〇エ リ ア    伊吹北部エリア 
 〇停留場所   マガタニア（石臼荘）（米原市曲谷） 
 〇停留所名   曲谷－４ 
 〇運用開始   令和８年４月１日 
【位置】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【現場写真】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
補足 
当該箇所は、曲谷地先にある、コミュニティ施設「MAGATANIA（石臼荘）」の敷地内の箇所で、車両の駐車がな
い箇所に停留所を設置します。 

マガタニア（石臼荘） 

曲谷大橋 

至：甲津原 

至：曲谷 





乗
合
タ
ク
シ
ー
ま
い
ち
ゃ
ん
号
の
運
行
区
域

・乗
合
タ
ク
シ
ー
（
デ
マ
ン
ド区
域
運
行
）

市
全
域
（
西
地
域
、東
地
域
）

西
地
域
（
11
エ
リア
）

米
原
共
通
エ
リア
、多

良
・朝
妻
筑
摩
エ
リア
、磯

エ
リア
、

米
原
・梅
ヶ原

エ
リア
、息

郷
・醒
井
エ
リア

近
江
共
通
エ
リア
、寺

倉
・西
円
寺
・岩
脇
エ
リア
、舟

崎
・長
沢
エ
リア
、

飯
・世
継
エ
リア
、多

和
田
・能
登
瀬
・日
光
寺
エ
リア

東
地
域
（
8エ
リア
）

山
東
共
通
エ
リア
、大

原
エ
リア
、山

東
西
エ
リア
、杉

澤
・柏
原
エ
リア
、

伊
吹
共
通
エ
リア
、弥

高
・藤
川
エ
リア
、東

草
野
エ
リア
、

上
板
並
・小
泉
エ
リア

※
停
留
所
間
隔
に
よ
る
交
通
空
白
地
な
し

※
停
留
所
が
近
くに
あ
って
も
停
留
所
ま
で
歩
い

て
い
くこ
とが
困
難
な
高
齢
者
等
が
存
在

＜
要
支
援
者
空
白
＞

＜
参
考
＞

ま
い
ち
ゃ
ん
バ
ス

報
告
第
１
号
乗
合
タ
ク
シ
ー
ま
い
ち
ゃ
ん
号
の
運
行
最
適
化
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て

資
料
２
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【使
用
す
る
車
両
】

•
小
型
タク
シ
ー
(乗
客
数
：
４
人
)

【運
行
日
】

•
年
中
無
休

【利
用
料
金
】

•
大
人
：
８
０
０
円

こど
も
：
４
０
０
円

•
障
が
い
者
等
：
４
０
０
円

（
市
民
等
割
引
パ
ス
ポ
ー
トに
よ
る
割
引
あ
り）

※
支
払
方
法
は
、現

金
ま
た
は
Pa
yP
ay
決
済

【運
行
時
間
帯
】

•
６
時
台
～
19
時
台
の
毎
時
０
分
お
よ
び
30
分
の

30
分
間
隔
で
運
行

※
伊
吹
北
部
と関

ケ
原
エ
リア
を
除
く。

【運
行
方
式
】

•
区
域
運
行
方
式

Ｃ
Ｄ

Ｂ
Ａ

※
停
留
所
は
約
56
0箇

所

予
約
状
況
に
応
じて
運
行
ル
ー
トが
変
動
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、予

約
の
あ
った
停
留
所
間
の
み
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
ま
い
ち
ゃ
ん
号
運
行
概
要

市
民
等
割
引
パ
ス
ポ
ー
ト
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●
事
前
登
録
は
不
要

●
予
約
が
必
要

・電
話

・Ｆ
Ａ
Ｘ

・予
約
シ
ス
テ
ム

●
予
約
は
利
用
す
る
便
の

出
発
時
刻
の
30
分
前

ま
で
に

●
朝
９
時
ま
で
の
便
の

予
約
は
前
日
夜
21
時

ま
で
に

●
予
約
後
に
利
用
を
中
止

す
る
場
合
は
速
や
か
に

連
絡
を

●
帰
りの
便
も
予
約
も

行
き
と同

時
に
可
能

乗
合
タ
ク
シ
ー
ま
い
ち
ゃ
ん
号
運
行
概
要

30
分
前
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（※
２
）ま
い
ち
ゃ
ん
号
と
し
て
運
行
し
た
タ
ク
シ
ー
の
メ
ー
タ
ー
料
金
か
ら
、

利
用
者
負
担
額
（現
金
、
P
ay
P
ay
等
の
売
上
）を
除
い
た
運
行

欠
損
額
を
、
タ
ク
シ
ー
会
社
が
市
へ
補
助
金
申
請
（毎
月
）す
る
。

市
は
、タ
クシ
ー
会
社
と乗

合
タク
シ
ー
ま
い
ち
ゃん
号
の
運
行
に
関
す
る
契
約
を
結
び
、ま
い
ち
ゃん
号
と

して
運
行
され
た
際
の
メー
ター
料
金
か
ら、
利
用
者
負
担
分
を
除
い
た
運
行
欠
損
額
を
補
助
金
で
補

填
す
る
。（

毎
月
の
申
請
・実
績
報
告
）

運
行
主
体
とし
て
、予

約
受
付
、配

車
、運

行
な
どは
タク
シ
ー
会
社
が
実
施
す
る
。 利
用
者

タ
ク
シ
ー

（ま
い
ち
ゃ
ん
号

と
し
て
運
行
）

米
原
市

予
約
セ
ン
タ
ー

タ
ク
シ
ー
会
社

（
※
２
）

欠
損
分
の
請
求

（補
助
金
申
請
）

欠
損
分
の
補
填

（補
助
金
交
付
）

利
用
料
金

（現
金
・P
ay
P
ay
決
済
）

ま
い
ち
ゃ
ん
号

運
行
契
約

ま
い
ち
ゃ
ん
号

配
車
（
※
１
）

ま
い
ち
ゃ
ん
号

利
用
予
約

市
民
等
割
引
パ
ス
ポ
ー
トの
申
請
・交
付

（※
１
）タ
ク
シ
ー
会
社
が
保
有
す
る
一
般
タ
ク
シ
ー
の
う
ち
、
空
い
て
い
る

タ
ク
シ
ー
を
そ
の
都
度
ま
い
ち
ゃ
ん
号
に
切
り
替
え
て
配
車
す
る
。

予
約
セ
ン
タ
ー
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社
の
一
般
タ
ク
シ
ー
の
予
約
セ

ン
タ
ー
内
に
あ
り
、
で
き
る
だ
け
乗
合
と
な
る
配
車
を
行
う
。

（
乗
合
事
業
者
）

乗
合
タ
ク
シ
ー
ま
い
ち
ゃ
ん
号
運
営
体
制
・キ
ャッ
シ
ュフ
ロ
ー
等

＜
運
行
主
体
＞
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【令
和
８
年
度
予
算
額
（
案
）
】

コミ
ュニ
テ
ィバ
ス
：
60
,6
00
千
円

乗
合
タク
シ
ー
：
10
4,
00
0千

円
タク
シ
ー
助
成
：
4,
50
0千

円
※
（
歳
入
）
県
補
助
金
：
17
,3
40
千
円

※
棒
グ
ラ
フ
は
財
政
負
担
額
、
折
れ
線
グ
ラ
フ
は
利
用
者
数

※
黄
色
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
は
利
用
総
数

コミ
ュニ
テ
ィバ
ス
・乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
数
と財
政
負
担
額
の
推
移

｜
ま
い
ち
ゃん
号
近
江
地
域
開
始

｜
路
線
バ
ス
多
和
田
線
廃
止

コロ
ナ
禍

｜
カモ
ン号

開
始

｜
路
線
バ
ス
カモ
ンバ
ス
・藤
川
線
廃
止

｜
新
ま
い
ち
ゃん
号
開
始

｜
カモ
ン号

廃
止
・路
線
バ
ス
醒
ケ
井
線
⇒
工
業
団
地
線

｜
ま
い
ち
ゃん
バ
ス
開
始

｜
路
線
バ
ス
曲
谷
線
⇒
長
岡
登
山
口
線

｜
路
線
バ
ス
木
之
本
線
⇒
米
原
多
和
田
線
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ま
い
ち
ゃん
号
は
よ
り多

くの
様
々
な
ニー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う制

度
設
計
して
い
ま
す
。

特
に
利
用
が
多
い
の
は
、ほ
か
に
交
通
手
段
の
な
い

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
通
院
・買
物
目
的
とな
って

い
ま
す
。

ま
い
ち
ゃん
号
利
用
者
の
75
%
が
女
性
で
あ
る
こと
、

75
～
79
歳
の
女
性
の
免
許
保
有
率
が
14
.1
%
で

あ
る
こと
か
ら、
運
転
免
許
を
持
た
な
い
方
の
日
常
生

活
の
移
動
を
確
保
して
い
る
と考

え
られ
ま
す
。

※
た
だ
し、
55
歳
～
59
歳
の
女
性
の
免
許
保
有
率
74
.7
%

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

71
.5
%

53
.7
%

10
.6
%

9.
8%

3.
3%

2.
4% 8.
9%

0%
20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

通
院

買
物

手
続
き
（
市
役
所
・銀
行
等
）

通
勤

余
暇

通
学

その
他

ま
い
ち
ゃん
号

の
利
用
目
的

[n
=
12
3]

76
.4
%

44
.9
%

44
.1
%

41
.7
%

25
.2
%

3.
1%

3.
1%

0%
20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

ほ
か
に
手
段
が
な
い

行
き
た
い
とこ
ろ
へ

運
行
し
て
い
る

行
き
た
い
時
刻
に

運
行
し
て
い
る

安
心
・安
全
に

移
動
で
き
る

家
族
等
に
送
迎
を

頼
む
必
要
が
な
い

健
康
に
よ
い

（
運
動
や
、車

内
の
会
話
等
）

環
境
に
よ
い

ま
い
ち
ゃん
号
を

利
用
す
る
理
由

[n
=
12
7]

図
まい
ち
ゃん
号
利
用
者
年
齢

図
まい
ち
ゃん
号
利
用
目
的

図
まい
ち
ゃん
号
利
用
理
由

出
展
：
米
原
市
地
域
公
共
交
通
計
画
【参
考
資
料
編
】
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乗
合
タク
シ
ー
ま
い
ち
ゃん
号
の
運
行
最
適
化
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て

１
現
状

ま
い
ち
ゃん
号
は
、デ
マ
ン
ド型

（
完
全
予
約
制
）
の
乗
合
タク
シ
ー
で
、特

に
高
齢
者
の
通
院
・買
物
目
的
で
の
利
用
が
多
く、

ほ
か
に
交
通
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
の
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動
手
段
を
確
保
す
る
重
要
な
役
割
を
担
って
い
ま
す
。

２
課
題

○
運
行
経
費
の
増
加

利
用
者
の
増
加
とと
も
に
運
行
経
費
が
増
加
して
お
り、
利
用
者
数
を
減
らす
こと
な
く（
高
齢
者
の
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動

手
段
を
確
保
しな
が
ら）

、運
行
経
費
を
い
か
に
抑
制
す
る
か
が
課
題
とな
って
い
ま
す
。

令
和
9年
度
の
運
行
負
担
額
見
込
み
は

約
１
億
1,
00
0万
円
超

※
乗
合
タク
シ
ー
の
台
数
は
平
均
で
約
10
台

年
度

利
用
者
数

運
行
負
担
額

(補
助
金
額
)

備
考

令
和
6年

度
49
,6
18
人

75
,1
11
千
円

実
績

令
和
7年

度
56
,0
00
人

98
,0
00
千
円

4-
12
月
分
実
績
、1
-3
月
分
予
測
値

令
和
8年

度
63
,0
00
人

10
8,
48
4千

円
4-
3月

分
予
測
値

○
運
行
効
率
の
限
界

現
在
は
人
手
に
よ
る
配
車
を
行
って
い
ま
す
。そ
の
た
め
、同

一
時
刻
に
同

一
方
面
へ
の
予
約
が
重
な
った
際
、複

数
の
停
留
所
を
順
次
経
由
す
る
過

程
で
、予

約
時
刻
か
ら1
0分

程
度
の
遅
延
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
りま
す
。

ま
た
、予

約
確
定
後
に
配
車
ル
ー
トの
検
討
を
行
う運

用
とな
って
い
る
た
め
、

到
着
時
間
を
事
前
に
利
用
者
へ
伝
え
る
こと
が
で
き
ま
せ
ん
。
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乗
合
タク
シ
ー
ま
い
ち
ゃん
号
の
運
行
最
適
化
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て 予
約
時
に
乗
車
時
間
を
伝
達

※
AI
オ
ン
デ
マ
ン
ド方
式

民
間
事
業
者
が
展
開
す
る
乗
合
オ
ンデ
マン

ド交
通
サ
ー
ビス
で
す
。停

留
所
間
をA
Iが

最
適
ル
ー
トで
配
車
し、
高
齢
者
の
外
出
支

援
や
買
い
物
、通

院
を支

え
ます
。全

国
の

80
自
治
体
（
令
和
7年

7月
現
在
）
で
公

共
交
通
の
補
完
とし
て
導
入
され
て
い
ます
。

３
基
本
方
針

○
ビジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換

乗
合
タク
シ
ー
ま
い
ち
ゃん
号
の
運
行
方
法
は
極
力
変
更
せ
ず
、配

車
シ
ス
テ
ム
とし
て
AI
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
※
を
導
入
しま
す
。

ま
た
、運

行
事
業
者
との
運
行
経
費
精
算
方
法
を
タク
シ
ー
メー
ター
方
式
か
ら車
両
貸
切
方
式
に
変
更
しま
す
。

○
AI
配
車
に
よ
る
運
行
効
率
化

予
約
時
に
瞬
時
に
ル
ー
トを
計
算
し、
そ
の
場
（
電
話
予
約
の
場
合
は
オ
ペ
レ
ー
ター
経
由
、w
eb
予
約
の
場
合
は
w
eb
画

面
）
で
乗
車
時
刻
の
伝
達
が
可
能
で
す
。

４
令
和
８
年
度
予
算

コミ
ュニ
テ
ィタ
ク
シ
ー
運
行
対
策
費
補
助
金
10
4,
00
0千
円

内
訳

・令
和
８
年
４
月
分
か
ら令
和
９
年
１
月
分
ま
で

現
行
シ
ス
テ
ム
で
積
算

80
,6
00
千
円
（
令
和
7年

度
比
約
12
%
増
）

・令
和
９
年
２
月
・３
月
分

新
シ
ス
テ
ム
で
積
算

23
,4
00
千
円

※
新
シ
ス
テ
ム
移
行
に
必
要
な
初
期
費
用
は
、国

庫
補
助
金
の
交
付
対
象
（
運
行
事
業
者
が
事
業
主
体
）

（
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
費
補
助
金
：
交
通
空
白
解
消
等
リ・
デ
ザ
イン
全
面
展
開
プロ
ジ
ェク
ト）

令
和
9年
度
の
運
行
負
担
額
は

約
9,
00
0万
円
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09
時
40
分
乗
車

09
時
45
分
乗
車

09
時
30
分
乗
車

Aさ
ん
を
10
時
00
分
に
ス
ー
パ
ー
に
（
09
時
30
分
乗
車
）

Bさ
ん
を
09
時
50
分
に
市
役
所
に
（
09
時
35
分
乗
車
）

Cさ
ん
を
09
時
55
分
に
病
院
に
(0
9時
40
分
乗
車
)

10
時
00
分

ス
ー
パ
ー

09
時
50
分
降
車09
時
55
分
降
車

Bさ
ん

Cさ
ん

10
時
00
分

10
時
00
分

市
役
所

病
院

上
丹
生
-3

枝
折
-2

河
南
-3

10
時
00
分
降
車

Bさ
ん

CD
さ
ん

よ
り複
数
の
方
が

乗
り合
わ
せ
で
き
る

乗
合
タク
シ
ー
ま
い
ち
ゃん
号
の
運
行
最
適
化
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て

５
AI
配
車
の
イ
メ
ー
ジ

車
両
貸
切
制
、A
I高
効
率
配
車
、予

約
時
に
乗
車
時
間
を
伝
達
す
る
こと
が
で
き
る
た
め
、現

状
よ
りも
少
な
い
台
数

で
運
行
が
可
能
とな
りま
す
。
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乗
合
タク
シ
ー
ま
い
ち
ゃん
号
の
運
行
最
適
化
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て

電
話
＋
W
eb

乗
車
時
間
は
不
確
定

紙
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
加
え
、デ
ジ
タ
ル
パ
ス
ポ
ー
ト
の
画
面
提
示
で
も
対
応
可
能
に
。予
約
時
に
パ
ス

ポ
ー
ト
番
号
を
伝
達
して
、乗
車
時
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
が
不
要
とな
りス
ム
ー
ズ
に
。

６
効
果

○
乗
車
時
間
の
事
前
確
定

予
約
時
に
乗
車
時
間
が
確
定
す
る
た
め
、停

留
所
で
の

待
ち
時
間
が
減
少
しま
す
。

利
用
者
の
不
安
解
消
と効

率
的
配
車
が
両
立
しま
す
。

○
事
務
削
減

パ
ス
ポ
ー
トの
登
録
か
ら事

業
者
の
実
績
報
告
ま
で
を
同

一
シ
ス
テ
ム
上
で
一
元
管
理
す
る
こと
で
、市

お
よ
び
事

業
者
に
お
け
る
事
務
作
業
時
間
の
削
減
が
図
れ
ま
す
。

ま
た
、利

用
者
は
降
車
時
の
パ
ス
ポ
ー
ト提

示
が
不
要
と

な
り、
利
便
性
が
向
上
しま
す
。

運
行
時
刻
の
30
分
前
ま
で
に
予
約

令
和
９
年
２
月

令
和
８
年
度

７
月

10
月

1月
乗
合
タク
シ
ー
の
事
業
計
画
変
更
に
は

米
原
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
で
協
議
が
調
う必

要
が
あ
りま
す
。

○
利
用
者
利
便
性
の
向
上

７
導
入
ス
ケ
ジ
ュー
ル

10



乗
合
タ
ク
シ
ー
ま
い
ち
ゃ
ん
号
の
運
行
区
域

・乗
合
タ
ク
シ
ー
（
デ
マ
ン
ド区
域
運
行
）

市
全
域
（
西
地
域
、東
地
域
）

西
地
域
（
11
エ
リア
）

米
原
共
通
エ
リア
、多

良
・朝
妻
筑
摩
エ
リア
、磯

エ
リア
、

米
原
・梅
ヶ原

エ
リア
、息

郷
・醒
井
エ
リア

近
江
共
通
エ
リア
、寺

倉
・西
円
寺
・岩
脇
エ
リア
、舟

崎
・長
沢
エ
リア
、

飯
・世
継
エ
リア
、多

和
田
・能
登
瀬
・日
光
寺
エ
リア

東
地
域
（
8エ
リア
）

山
東
共
通
エ
リア
、大

原
エ
リア
、山

東
西
エ
リア
、杉

澤
・柏
原
エ
リア
、

伊
吹
共
通
エ
リア
、弥

高
・藤
川
エ
リア
、東

草
野
エ
リア
、

上
板
並
・小
泉
エ
リア

※
停
留
所
間
隔
に
よ
る
交
通
空
白
地
な
し

※
停
留
所
が
近
くに
あ
って
も
停
留
所
ま
で
歩
い

て
い
くこ
とが
困
難
な
高
齢
者
等
が
存
在

＜
要
支
援
者
空
白
＞

＜
参
考
＞

ま
い
ち
ゃ
ん
バ
ス

変
更
検
討
箇
所
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【使
用
す
る
車
両
】

•
小
型
タク
シ
ー
(乗
客
数
：
４
人
)

【運
行
日
】

•
年
中
無
休

【利
用
料
金
】

•
大
人
：
８
０
０
円

こど
も
：
４
０
０
円

•
障
が
い
者
等
：
４
０
０
円

（
市
民
等
割
引
パ
ス
ポ
ー
トに
よ
る
割
引
あ
り）

※
支
払
方
法
は
、現

金
ま
た
は
Pa
yP
ay
決
済

【運
行
時
間
帯
】

•
６
時
台
～
19
時
台
の
毎
時
０
分
お
よ
び
30
分
の

30
分
間
隔
で
運
行

※
伊
吹
北
部
と関

ケ
原
エ
リア
を
除
く。

【運
行
方
式
】

•
区
域
運
行
方
式

※
停
留
所
は
約
56
0箇

所

予
約
状
況
に
応
じて
運
行
ル
ー
トが
変
動
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、予

約
の
あ
った
停
留
所
間
の
み
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
ま
い
ち
ゃ
ん
号
運
行
概
要

市
民
等
割
引
パ
ス
ポ
ー
ト

Ｃ
Ｄ

Ｂ
Ａ

変
更
検
討
箇
所

12



●
事
前
登
録
は
不
要

●
予
約
が
必
要

・電
話

・Ｆ
Ａ
Ｘ

・予
約
シ
ス
テ
ム

●
予
約
は
利
用
す
る
便
の

出
発
時
刻
の
30
分
前

ま
で
に

●
朝
９
時
ま
で
の
便
の

予
約
は
前
日
夜
21
時

ま
で
に

●
予
約
後
に
利
用
を
中
止

す
る
場
合
は
速
や
か
に

連
絡
を

●
帰
りの
便
も
予
約
も

行
き
と同

時
に
可
能

乗
合
タ
ク
シ
ー
ま
い
ち
ゃ
ん
号
運
行
概
要

30
分
前

変
更
検
討
箇
所
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